
別紙２ 
 

研究成果報告書の作成方法等について 
 

 研究成果報告書は、科研費電子申請システムにより研究成果報告情報（Web 入力項目）を入力した上で、研究

成果報告内容ファイル（Word ファイル）を科研費電子申請システムにアップロードして、作成することとなります。 

 具体的には、以下の手順に従って、研究成果報告書の作成・送信を行ってください。 

 

① 様式を日本学術振興会科学研究費助成事業ホームページ（http://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/index.html）か

ら取得し、研究成果報告内容ファイル（Word ファイル）を作成してください。 

なお、国際共同研究加速基金（国際共同研究強化）については他の種目と研究成果報告内容ファイルで記

載する事項が異なりますので、必ず国際共同研究加速基金（国際共同研究強化）用の研究成果報告内容ファ

イル（様式Ｆ－１９－２）をダウンロードして作成してください。 

 

※ 研究成果報告内容ファイル（Word ファイル）は、研究成果報告書の２ページ目以降を構成することになり

ます。 

※ 研究成果報告内容ファイル（Word ファイル）は、３MB より小さいサイズで作成してください。 

※ 作成にあたり、当会ホームページに掲載している「研究成果報告書 作成上の注意」の記載事項に従って

作成してください。特に様式の改変の禁止等、「注意点」に記載している内容をご確認ください。 

 

② 「科研費電子申請システムのトップページ」（http://www-shinsei.jsps.go.jp/kaken/index.html）をブラウザに表示

し、「研究者ログイン」をクリックしてください。 

「応募者ログイン」画面が表示されますので、e-Rad の ID、パスワードを入力してログインし、その後、表示さ

れた画面で、「交付決定後の手続を行う」をクリックしてください。 

※ 科研費応募資格喪失者のログイン及び研究成果報告書の作成については、「科研費応募資格喪失者向

け操作手引」（http://www-shinsei.jsps.go.jp/kaken/docs/kofumanual-shinseisha2.pdf）を併せてご確認く

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

e-Rad の ID、パ

スワードを入力 

http://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/index.html
http://www-shinsei.jsps.go.jp/kaken/index.html
http://www-shinsei.jsps.go.jp/kaken/docs/kofumanual-shinseisha2.pdf


 

 

 

 

 

③ 科研費の研究課題の一覧が表示されます。研究成果報告書を作成する課題の、「課題状況の確認」をクリック

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 「補助事業期間終了後（研究成果報告書）」欄の「入力」をクリックしてください。 

 

 

  

「入力」を

クリック 

「課題状況の確

認」をクリック 



⑤ 「研究成果の入力」画面が表示されます。研究成果報告情報（Web 入力項目）を入力してください。 

※ 本項目へ入力したデータは、研究成果報告書の１ページ目を構成することになります。 

 

 

⑥ 研究成果報告情報（Web 入力項目）を入力した後、「研究成果の入力」画面の一番下にある、「研究成果報告

内容ファイル選択」欄の「参照」をクリックし、①で作成した研究成果報告内容ファイル（Word ファイル）を選択し

てください。 

  その後、「一時保存をして次へ進む」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

⑦ 研究成果報告情報（Web 入力項目）と研究成果報告内容ファイル（Word ファイル）が変換され、研究成果報告

①「参照」をクリック 

②「一時保存をして次

へ進む」をクリック 



書の PDF ファイルが出来上がります。 

「研究成果報告書の確認」をクリックすると、確認用の PDF ファイル（「提出確認用」という透かし文字が入っ

ています）がダウンロードできますので、内容に不備がないかを確認してください。 

内容に不備がなければ、「確認完了・送信」をクリックしてください。 

その後、画面の指示に従って、研究成果報告書の送信処理を完了し、「補助事業期間終了後（研究成果報

告書）」欄が、「所属研究機関受付中」となっていれば、手続きは完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜補足＞ 

特許の出願中等の理由により、一定期間公表を見合わせる必要がある箇所があるため、公表可能な範囲で、

研究成果報告書を作成・提出する場合は、「後日再提出する」にチェックを入れた上で、当該箇所の公表が可能と

なり再提出する予定日及び公表を見合わせる必要がある理由を入力してください。 

 

※ 「後日再提出する」にチェックを入れた場合でも、公表可能な範囲で作成した研究成果報告書を平成３０年６月

３０日までに提出する必要があります。なお、当該研究成果報告書は科学研究費助成事業データベース

（KAKEN）にて公開されますので、作成の際は御留意願います。 

 

 
多忙、データ取りまとめなどは、後日再

提出をする理由として認められません。 

①「研究成果報告書の

確認」をクリックし、内容

に不備がないかを確認 

②「確認完了・

送信」をクリック 


